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［
保
全
課
］
七
月
十
六
日
、
中
部
森
林
管
理
局

大
会
議
室
に
お
い
て
「
第
五
十
三
回
高
山
植

物
等
保
護
対
策
協
議
会
」（
高
植
協
）
理
事
会

及
び
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
高
植
協
」
は
、

長
野
県
内
の
国
有
林
並
び
に
民
有
林
に
お
け
る

高
山
植
物
等
の
保
護
と
地
域
内
の
美
化
を
図

り
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
の
福
祉
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
副
会
長
の
環
境
省
長
野
自
然
環

境
事
務
所
長
を
は
じ
め
、
長
野
県
、
警
察
本

部
、
教
育
委
員
会
等
行
政
機
関
、
山
岳
・
観
光

関
係
団
体
、
五
地
区
協
議
会
長
等
計
二
九
名
が

出
席
し
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
平

成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
等
を
提
案
し
審
議
し

ま
し
た
。

　

事
業
報
告
全
体
で
は
、
保
護
指
導
に
従
事
し

た
延
べ
人
員
が
「
九
、四
九
八
人
」
で
、
ほ
ぼ

前
年
度
と
同
数
と
な
り
、
保
護
取
締
件
数
が

一
、三
五
九
件
と
対
前
年
度
比
九
四
㌫
と
減
少

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
各
地
区
に
お
け
る
指
導
員
な
ど
関

係
者
に
よ
る
継
続
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
効

果
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
駆
的
な
取
組
事
例
と
し
て
、「
中
信
地
区

協
議
会
」
が
、
上
高
地
で
台
湾
、
韓
国
等
海
外

か
ら
の
観
光
客
が
増
加
傾
向
で
あ
る
た
め
、
外

国
人
向
け
に
山
の
マ
ナ
ー
を
四
ヶ
国
語
（
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
）
で
記
載
し
た

「
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
り
配
布
を

行
っ
た
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
場
の
指
導
員
か
ら
も
「
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ー
ド
の
要
望
が
あ
る
。」
と
い
っ
た
声
も
挙

げ
ら
れ
、
今
後
、
海
外
か
ら
の
登
山
者
へ
の
対

応
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら
う
取
組
が
共
通
し

た
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
で
は
、「
信
州

山
の
日
」（
七
月
第
四
日
曜
日
）
が
制
定
さ
れ
、

「
信
州
山
の
月
間
」
が
七
月
十
五
日
～
八
月

十
四
日
ま
で
の
間
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ

せ
、
夏
の
入
込
者
が
多
い
期
間
に
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
週
間
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
総
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
の
取
組
と
し
て
、
環
境
省

長
野
自
然
環
境
事
務
所
か
ら
は
「
国
立
公
園
に

お
け
る
野
生
生
物
の
保
護
管
理
等
に
つ
い
て
」、

長
野
県
か
ら
は
「
長
野
県
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
改

訂
の
概
要
と
注
目
さ
れ
る
種
」、
中
部
森
林
管

理
局
か
ら
は
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
状
況
と
対

策
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
八
月
二
十
日
、
愛
知
県
林

業
会
館
に
お
い
て
、
第
一
回
愛
知
県
木
材
安
定

供
給
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議

会
は
、
利
用
期
を
迎
え
た
豊
か
な
森
林
資
源
の

循
環
利
用
に
向
け
、
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
計
画
的
・
安
定
的
な
木
材
供
給
に
よ
り
、
県

内
の
林
業
及
び
木
材
産
業
の
活
性
化
並
び
に
こ

れ
ら
を
通
じ
た
森
林
の
整
備
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
新
た
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
関
係
機
関
で
こ
う
し
た
情
報
交

換
の
場
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
協
議
会
を

設
置
し
、
活
動
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
長
に
は
愛
知
県
森
林
組
合
連
合
会
か
ら
石

田
敬
一
専
務
理
事
を
選
出
し
、
事
務
局
を
愛
知

県
森
林
組
合
連
合
会
に
置
き
、
構
成
員
に
は
中

部
森
林
管
理
局
名
古
屋
事
務
所
、
愛
知
森
林
管

理
事
務
所
、
愛
知
県
、
愛
知
県
木
材
組
合
連
合

会
、
愛
知
県
木
材
市
場
連
盟
、
愛
知
県
森
林
組

合
連
合
会
、
森
林
総
合
研
究
所
、
愛
知
県
木
材

チ
ッ
プ
協
会
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
中
部
圏
周
辺
の
森
林
・
林
業
を
取
り

巻
く
木
材
利
用
の
流
れ
は
、
富
山
県
・
長
野

県
・
岐
阜
県
・
愛
知
県
・
三
重
県
な
ど
に
お
け

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
動
き
、
岐
阜
県
・
静
岡

県
な
ど
で
は
大
型
の
製
材
工
場
や
合
板
工
場
で

大
き
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
協
議
会
設
立
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
情
報
交
換
で
き
る
関
係
を
構
築
し
、
Ａ
～

Ｄ
材
ま
で
全
て
の
木
材
の
安
定
供
給
、
県
産
材

（
特
に
あ
い
ち
認
証
材
）
の
普
及
・
定
着
、
木

材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
必
要
な
情
報
の

収
集
・
提
供
な
ど
に
つ
い
て
連
携
強
化
し
、
森

林
・
林
業
・
林
産
業
の
活
性
化
や
森
林
整
備
の

促
進
と
な
る
よ
う
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
協
議
会
で
は
、
各
構
成
員
か
ら
の
情

報
提
供
の
他
に
愛
知
県
半
田
市
に
お
い
て
現
在

建
設
中
の
国
内
最
大
級
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
、
実
施
主
体
の
住
友

商
事
子
会
社
の
サ
ミ
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー
担
当
者
よ

り
説
明
を
受
け
、
そ
の
情
報
共
有
を
行
い
ま
し

た
。

総会の様子

協議会の様子

豊
か
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け

第
一
回
愛
知
県
木
材
安
定
供
給
協
議
会

第
五
十
三
回

高
山
植
物
等

保
護
対
策
協
議
会
総
会
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［
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
］
八
月

七
日
、
木
曽
・
上
伊
那
地
域
の
教
職
員
を
対
象

と
し
た
「
森
林
・
林
業
体
験
学
習
会
」
を
、
木

曽
森
林
管
理
署
管
内
の
赤
沢
自
然
休
養
林
ほ
か

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
森
林

環
境
教
育
の
重
要
性
や
そ
の
知
識
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
長
野
県
と
共
催
に
よ
り

平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
十
三
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
木
曽
地
域
の
教
職
員
八
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
職
員
に
よ
る
案
内
で
、
赤
沢
自

然
休
養
林
内
を
散
策
す
る
中
で
、
木
曽
地
域
の

森
林
・
林
業
の
歴
史
や
赤
沢
自
然
休
養
林
の

生
い
立
ち
、
並
び
に
林
業
遺
産
で
あ
る
木
曽
森

林
鉄
道
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
実
際
に
樹
齢
約

三
五
○
年
に
も
な
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
な

ど
の
木
曽
五
木
を
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種

の
見
分
け
方
や
特
徴
を
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
休
養
林
近
く
の
小
川
入
国
有

林
六
四
ほ
林
小
班
で
、
教
職
員
自
ら
獣
害
（
ク

マ
）
被
害
防
止
テ
ー
プ
巻
き
の
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
防
止
テ
ー
プ
、
カ
ッ
タ
ー

を
手
に
し
て
、
樹
齢
三
○
年
近
い
人
工
林
ヒ
ノ

キ
の
ク
マ
被
害
防
止
テ
ー
プ
巻
き
に
汗
を
か
き

ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
、「
林
業
と
獣
害

の
関
係
を
知
り
勉
強
に
な
っ
た
。」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
焼
笹
貯
木
場
及
び
上
松
町
に
あ
る

製
材
工
場
を
見
学
し
、
天
然
林
と
人
工
林
の
価

格
の
違
い
や
材
の
使
い
道
な
ど
木
材
の
流
通
や

加
工
の
流
れ
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
「
地
元
の
森
林
の
歴

史
や
林
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

で
あ
っ
た
。
学
校
で
も
森
林
に
関
す
る
授
業
が

あ
る
の
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
他
の
先
生
や
生
徒

に
還
元
し
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
先
生
の
み
の
参
加
で
し
た
が
、
来

年
度
は
、
児
童
・
生
徒
も
参
加
で
き
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
を
工
夫
し
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 
［
名
古
屋
事
務
所
］
八
月
十
九
日
、
名
古
屋
事

務
所
へ
宮
木
哲
也
熱
田
区
長
が
来
訪
さ
れ
、
山

元
康
則
名
古
屋
事
務
所
長
と
対
談
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
対
談
は
、
熱
田
区
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
熱
田
区
内
に
所
在
す
る
行
政
な
ど
関
係
機

関
が
定
期
的
に
参
集
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
る

「
三
水
会
」
の
場
に
お
い
て
、
熱
田
の
歴
史
文

化
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
取
組
を
進
め

て
い
る
宮
木
区
長
が
、
地
域
と
の
連
携
を
強
め

木
材
利
用
の
促
進
や
都
市
住
民
を
森
林
・
山
村

地
域
へ
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
振
興
に
資

す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
名
古
屋
事
務
所
の
業

務
に
大
変
関
心
を
も
た
れ
、
こ
の
た
び
対
談
が

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
宮
木
区
長
の
ほ
か
、
園
部
裕
美
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
長
、
武
内
学
係
長
も
同
行
さ

れ
、
対
談
の
後
、
林
業
の
歴
史
と
木
材
利
用
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
談
で
は
、
山
元
所
長
か
ら
中
部
森
林
管
理

局
の
概
要
と
、
日
本
の
木
材
産
業
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
熱
田
地
区
四
〇
〇
年
の
歴
史
に
つ
い
て

「
堀
川
」
開
削
か
ら
飛
騨
・
木
曽
川
に
お
け
る

木
材
の
流
送
、
白
鳥
（
貯
木
場
）
の
始
ま
り
か

ら
「
太
夫
堀
」
な
ど
現
在
で
は
一
部
の
面
影
を

残
す
の
み
と
な
っ
た
名
古
屋
事
務
所
周
辺
の
様

子
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

赤沢自然休養林で学ぶ皆さん

テープ巻き作業体験の様子

製材工場で木材を学ぶ先生

対談の様子

教
職
員
を
対
象
と
し
た

　
　
　
森
林
・
林
業
体
験
学
習
会

四
〇
〇
年
の
歴
史
を
熱
く
対
談
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宮
木
区
長
か
ら
は
、「
以
前
、
名
古
屋
市
営

繕
部
局
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、
本
丸
御
殿
の

復
元
に
も
携
わ
っ
た
が
、
当
時
木
曽
ヒ
ノ
キ
な

ど
資
材
の
確
保
に
大
変
苦
労
し
た
。」
こ
と
や
、

「
熱
田
区
で
は
、
熱
田
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
熱
田
神
宮
な
ど
熱
田
区
が
受
け

継
い
だ
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
発
見
し
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
活
力
あ
る
魅
力
の
溢
れ
る
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

展
示
室
の
視
察
で
は
、「
木
曽
式
伐
木
運
材

図
会
」
解
説
コ
ー
ナ
ー
を
熱
心
に
視
察
さ
れ
、

昭
和
三
年
当
時
の
木
曽
川
上
流
部
か
ら
木
材
を

流
送
す
る
た
め
、
修
羅
、
臼
、
堰
、
と
い
っ
た

運
材
設
備
を
用
い
た
作
業
の
記
録
動
画
も
視
聴

さ
れ
た
ほ
か
、
実
際
に
動
く
森
林
鉄
道
や
架
線

集
材
の
ジ
オ
ラ
マ
に
も
大
変
興
味
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
森
林
鉄
道
の
ジ
オ
ラ
マ
を
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
中
津
川

市
在
住
の
伊
藤
定
夫
さ
ん
が
ジ
オ
ラ
マ
の
調
整

の
た
め
来
所
さ
れ
て
お
り
、
制
作
時
の
苦
労
話

な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
材
利
用
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
近
年
の
様
々
な

木
材
加
工
技
術
に
驚
か
れ
る
と
と
も
に
「
今
の

木
材
価
格
は
？
自
給
率
は
上
が
っ
て
い
ま
す

か
？
」
と
い
っ
た
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

　

視
察
の
最
後
に
記
念
撮
影
を
し
、
名
古
屋
事

務
所
で
作
成
し
た
「
熱
田
白
鳥
地
区
四
〇
〇
年

の
歴
史
」
パ
ネ
ル
を
山
元
所
長
か
ら
贈
呈
し
た

と
こ
ろ
宮
木
区
長
か
ら
は
「
周
辺
に
は
白
鳥
庭

園
な
ど
名
勝
地
が
あ
る
が
、
こ
の
事
務
所
に
は

近
寄
り
難
く
感
じ
て
い
た
。
地
域
の
人
た
ち
に

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
も
っ
た
い
な

い
。
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
、
今
後
も
連

携
し
て
い
き
た
い
。
い
た
だ
い
た
パ
ネ
ル
は
区

役
所
で
展
示
等
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
元

所
長
か
ら
も
「
事
務
所
の
職
員
も
少
な
く
な
っ

た
が
地
域
の
皆
様
に
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
た

い
。」
と
応
じ
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
八
月
十
一
日
、
長
野
県
下
高
井
郡

木
島
平
村
に
あ
る
カ
ヤ
の
平
自
然
休
養
林
に
お

い
て
、
地
元
の
下
高
井
農
林
高
等
学
校
の
生
徒

に
よ
る
歩
道
整
備
を
北
信
州
森
林
組
合
の
協
力

の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
二
年
目
と
な
る
こ
の
取
組
は
、
歩
道

整
備
を
行
い
な
が
ら
地
元
に
あ
る
カ
ヤ
の
平
高

原
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

や
、
国
有
林
や
森
林
組
合
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
今
後
の
進
路
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と

計
画
し
た
も
の
で
、
緑
地
工
学
コ
ー
ス
の
三
年

生
一
一
名
が
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

歩
道
整
備
の
内
容
は
、
丸
太
を
使
っ
た
階
段

作
り
で
す
が
、
階
段
用
の
資
材
は
カ
ヤ
の
平
自

然
休
養
林
の
近
隣
で
当
署
発
注
の
間
伐
事
業
を

受
注
し
て
い
る
北
信
州
森
林
組
合
が
、
現
地
の

カ
ラ
マ
ツ
材
小
径
木
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
集
合
場
所
か
ら
カ
ラ
マ
ツ
資
材
や

作
業
道
具
等
を
約
四
〇
分
か
け
て
現
地
ま
で
担

い
で
運
搬
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

慣
れ
な
い
担
ぎ
上
げ
で
「
も
う
疲
れ
た
。」
と

の
声
も
聞
こ
え
、
何
と
か
現
地
ま
で
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
地
到
着
後
、
階
段
作
り
に
取
り
か
か
り
、

三
班
に
分
か
れ
た
生
徒
達
は
当
署
職
員
及
び
森

林
組
合
職
員
の
指
導
の
下
、
資
材
の
杭
を
打
ち

込
み
、
打
ち
込
ん
だ
杭
に
横
木
を
組
み
合
わ
せ

て
針
金
で
固
定
し
、
整
地
す
る
ま
で
の
一
連
の

階段作りの様子

杭打ちを行う生徒たち

（旧）白鳥貯木場の歴史を説明する山元所長

宮木熱田区長（左）へパネルを贈呈

高
校
生
に
よ
る

�

カ
ヤ
の
平
自
然
休
養
林
の
歩
道
整
備

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た

現
地
実
習
の
経
験
も
活
か
し
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
二
時
間
ほ
ど
の
間
に
十
二
段
ほ
ど
の
階

段
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ヤ
の
平
自
然
休
養
林
は
、
ブ
ナ
林
が
有
名

で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
今
回
の
作
業

は
「
産
・
官
・
学
」
が
連
携
し
て
地
域
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
方
々
に
地
元
の

自
然
環
境
や
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
機
会
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

［
飛
騨
署
］
当
署
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

北
ア
ル
プ
ス
双
六
池
周
辺
の
環
境
保
全
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

双
六
池
は
双す
ご
ろ
く
だ
け

六
岳
と
樅も
み
さ
わ
だ
け

沢
岳
の
鞍
部
に
あ

り
、
池
の
周
り
に
は
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
チ
ン

グ
ル
マ
、
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
等
の
お
花
畑
が
広

が
っ
て
い
て
、
笠
ヶ
岳
が
遠
望
で
き
ま
す
。
多

彩
な
魅
力
を
備
え
た
山
域
で
す
が
、
双
六
池
周

辺
は
、
植
生
の
後
退
や
山
か
ら
流
れ
込
む
雪
解

け
水
、
雨
水
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
た
土
砂
の
流

入
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

登
山
者
や
山
小
屋
関
係
者
か
ら
の
強
い
要
望

に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
環
境
保
全
活
動
は
、
人

力
に
よ
る
素
掘
の
側
溝
と
沈
砂
池
の
作
設
、
土

の
う
と
ヤ
シ
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
土
留
工
の
作

設
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
高

山
地
帯
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
強
風
や
凍
結
な
ど
に
よ
っ
て
土
の
う
、
ヤ

シ
ネ
ッ
ト
の
劣
化
が
著
し
い
こ
と
や
沈
砂
池
が

満
砂
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
二
年
ぶ
り
に
双

六
池
周
辺
の
環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

環
境
保
全
活
動
は
、
九
月
二
日
～
三
日
の
二

日
間
、
当
署
職
員
七
名
、
環
境
省
平
湯
自
然
保

護
官
、
双
六
小
屋
関
係
者
に
よ
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。
二
日
早
朝
に
出
発
し
た
一
行
は
、
現
地

ま
で
片
道
六
時
間
の
道
の
り
を
踏
破
し
て
午
後

一
時
半
に
現
地
到
着
、
登
山
の
疲
れ
を
見
せ
る

こ
と
な
く
、
早
速
、
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。

　

作
業
の
内
容
は
、
沈
砂
地
に
堆
積
し
た
土
砂

の
土
の
う
袋
詰
め
と
運
搬
、
土
の
う
袋
に
よ
る

土
留
工
作
設
（
ヤ
シ
ネ
ッ
ト
（
二
㍍
×
二
十
五

㍍
）
で
土
の
う
を
巻
き
込
む
）
と
流
路
工
作
設

で
す
。
少
人
数
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

環
境
に
配
慮
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
工
法

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
作
業
を
進
め

ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
天
気
が
安
定
せ
ず
、
飛
騨
地
域

は
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
心
配
さ
れ
た
天
気
で
し
た

が
、
双
六
小
屋
の
主
人
曰
く
「
今
年
一
番
の
天

気
」
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
作
業
は
手
際

よ
く
進
め
ら
れ
予
定
し
た
作
業
は
全
て
完
了
し

ま
し
た
。
作
業
を
や
り
遂
げ
た
職
員
は
一
様

に
、
そ
の
達
成
感
と
北
ア
ル
プ
ス
の
環
境
保
全

活
動
の
一
助
を
担
え
た
満
足
感
に
浸
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
当
該
エ
リ
ア
に
お
け
る
浸
食
の
状

況
や
効
果
等
を
経
過
観
察
し
な
が
ら
、
環
境
保

全
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
七
月
十
八
日
、
中
津
川
市
内
に
拠

点
を
置
く
報
道
機
関
四
社
を
対
象
に
、
木
曽
ヒ

ノ
キ
備
林
見
学
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
新
聞
記
者
の
皆
さ
ん
に
、
裏

木
曽
の
深
山
を
自
身
の
目
で
確
か
め
、
さ
ら

に
、
こ
の
地
域
の
木
の
文
化
を
継
承
し
歴
史
的

な
木
造
建
築
物
等
を
支
え
る
森
を
育
て
る
「
裏

木
曽
古
事
の
森
」
の
取
組
を
理
解
し
、
報
道
に

活
か
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
中
津
川
市
、
裏
木

曽
古
事
の
森
育
成
協
議
会
と
と
も
に
東
濃
森
林

管
理
署
が
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
青
山
節
児
中
津
川
市
長
か
ら
「
木

曽
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
温
帯
性
針
葉
樹
が
ま
と
ま
っ

て
い
る
山
々
は
世
界
的
に
も
貴
重
で
す
。
記
者

の
皆
さ
ん
は
、
中
津
川
市
の
宝
物
で
あ
る
こ
の

備
林
を
よ
く
知
り
、
大
い
に
発
信
し
て
く
だ
さ

双
六
池
周
辺
の
環
境
保
全
活
動

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学

�

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催

土留工（50ｍ×２列）を施工

御用材伐採式跡地での説明

作業を終えた皆さん（後方は双六池）


